
ＷＨＯ「新型コロナの初発見から５年…中国、発生原因のデータを共有しなければ」 
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全世界を保健危機に陥れた感染症である新

型コロナウイルス感染症（新型コロナ）が

初めて発見されてから５年を迎え、世界保

健機関（ＷＨＯ）が中国に疾病の発願に関

するデータ共有を繰り返し促した。 

ＷＨＯは３０日（現地時間）、報道資料を通

じて「２０１９年１２月３１日、ＷＨＯ中

国事務所は武漢市衛生健康委員会のウェブ

サイトで『ウイルス性肺炎』事例が言及さ

れた事実を初めて発見した」と５年前の状

況を紹介した。 

同時に「そして数週間、数カ月、数年間新型コロナは我々の人生と世界を変化させる主要

事件になった」と説明した。 

ＷＨＯは、最初の事例発見直後の２０２０年１月からＷＨＯ職員は非常システムを稼動し、

同月４日に世界に疾病状況を知らせ、５日後に疾病対応に必要な初の総合指針が出たと付

け加えた。疾病検査の青写真を発表するための協力も開始されたという。 

ＷＨＯは初動対応に伴う一連の保健活動をホームページなどで確認できると知らせ、「多く

の犠牲を甘受した医療従事者に感謝を表し、新型コロナから学んだ教訓を通じてより健康

な明日を構築することを誓う」と述べた。 

ＷＨＯは新型コロナからの教訓を再確認するために、中国がデータを共有してほしいと再

度呼びかけた。ＷＨＯは「新型コロナの発生原因を理解するために、中国にデータ共有と

接近を持続的に要請している」として「これは道徳的で科学的な義務であり、国家間の透

明な資料共有と協力なしには未来の感染病に十分に備えることができない」と強調した。 

ＷＨＯは、新型コロナの流行初期である２０２０年、中国に調査チームを派遣したが、調

査範囲やデータへのアクセスが制限的だったと評価した。その後、新型コロナの発症原点

と疑われる野生動物市場関連資料や初期患者の検体、遺伝子配列などに関する情報を忠実

に共有することを中国側に繰り返し要請している。 

「原因不明の肺炎」と主張していたが…米国「中国、コロナ発表２週間前に分析完了して

いた」中央日報/中央日報日本語版 2024.01.18 13:23 

中国が新型コロナウイルス感染症（新型肺炎）について発表する２週間前に、すでに発生

原因が「ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２」ウイルスであったこを認知し、遺伝子分析まで完了して

いた事実が明らかになった。この時、中国当局は武漢で続出している肺炎について「原因

不明」という立場を取っていた。ウォール・ストリート・ジャーナル（ＷＳＪ）は１７日

（現地時間）、米保健福祉省が新型コロナの発端について追跡している米連邦下院エネルギ

ー・通商委員会にこのような内容の文書を提出したと報じた。 

この文書によると、中国北京のある科学者は２０１９年１２月２８日に新型コロナウイル

スの塩基配列分析資料を米国立衛生研究所（ＮＩＨ）が運営する遺伝子データベースに登

録した。 



この時、中国は武漢で拡散中の肺炎について対外的に「原因不明」と主張しており、２０

２０年１月１１日に世界保健機関（ＷＨＯ）に新型コロナの存在を初めて知らせた。中国

が新型コロナ事態を公式化する少なくとも２週間前にはすでに新型コロナウイルスに関す

る情報を持って分析まで終えていたことになる。 

新型コロナウイルスの塩基配列を分析して登録した研究員は北京にある中国医学科学院傘

下の細菌研究所所属のリリ・レン博士だ。しかしレン博士はデータベース登録後、ＮＩＨ

が技術的な細部事項を要請すると、これに回答しないまま２０２０年１月１６日に登録し

た塩基配列分析情報を削除した。レン博士は自身の発見を論文としても発表しなかった。 

 

 


